
■不安を期待に■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 322号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

オンラインの議論をご希望の方は、気軽に返信ください。 
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1. トピックス：スーパーカブ 

 

僕は今、あるアニメ番組にはまっています。 

その名はなんと、「スーパーカブ」。 

山梨県北杜市で、一人暮らしをする高校生の女の子が、ひょんなきっかけで中古のスーパーカブに出会ったこと

がきっかけで、行動範囲が広がったり友達ができたりする話です。 

彼女はバイク屋で、1万円のカブを手に入れるのですが、僕はヤフオクで、3万円のカブを買いました。 

その後様々なパーツや防寒具などをそろえたり、ちょっとした故障を直したり、メカ素人の彼女がすることは、

僕がしてきたこととそっくり同じなので、ついつい夢中になっています。 

・ 

細かい話はこれくらいにしておきます。 

現在MXテレビと BS11で放映中ですが、いずれも深夜なので、もっぱら録画しています。 

Amazonプライムでも見れますので、興味のある方は是非。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログより：不安を期待に 

 

ようやくコロナワクチンの接種が進みだし、６５歳以上の高齢者に対する接種の見通しが立ってきた。 

各自治体では、すでに６４歳以下の人たちにも接種券の配布を始めているようだが、僕の住む横浜市では 6/23に

発送を開始し、接種は 8月以降の予定だという。 

我が家では、すでに僕以外は全員２回の接種を終えており、それとなく「圧力」を感じるようになってきた。 

周囲の人たちが、僕が一刻も早く接種を受けられるよう気遣いや配慮をしてくれるのは本当に有り難いことだが、

当の本人が「あまり気乗りしない」ことが問題だ。 



そんなことを言えば、誰もが「なぜ？」と訊いてくるだろう。 

そこで僕は、「なぜワクチン接種したいと思わないのか」と自問してみると、「不安」という答えが返ってきた。 

・ 

それは「未知なるワクチン」に対する「不安」だ。 

今回モデルナとファイザーが開発した「ＲＮＡワクチン」とは、メッセンジャーRNA（mRNA）と呼ばれる天然

化学物質の人工複製物を使用して免疫反応を起こすワクチンの一種だ。 

従来のような病原ウィルス自体から作り出す「タンパク質ワクチン」と比較すると、設計制度と生産速度の向上

により、生産コストの低減、細胞性免疫と体液性免疫の両方を誘導する画期的な発明だ。 

従来型のインフルエンザワクチンに比べても、格段に高い有効性が実証されつつある。 

・ 

これに対し、僕の不安は「単なる未知への不安」かもしれない。 

ここからは、松村個人のつぶやきなので、絶対に参考にして欲しくない。 

そもそも僕は、これまで風邪を引いた経験がほとんどない。 

子どものころ、よく風邪をひいたのは、今でいう鬱状態をごまかす仮病だったし、体温計は寝間着でこすってで

っち上げた。 

だからもちろん、インフルエンザワクチンも接種したことはないのだが、一度友人にうつされて上海からの帰国

日に発症し、空港検疫を辛くも逃れ、自宅近所のクリニックに駆け込んだ。 

だが、その時処方されたタミフルの効能には驚いたので、決して、医療不信という訳ではない。 

・ 

不信でないとすれば、「未知」の正体は何なのか、それはまだ経験していない「未来への不安」に僕は思える。 

世界中でワクチン接種が進み、そのおかげでコロナ禍は確かに終息するかもしれない。 

だがその後、さらなる変異種ウィルスや、思わぬワクチンの副反応が生まれるかもしれない。 

ひょっとすると、その時ワクチン未接種の僕が何かの役に立つかもしれない。 

似たような言葉で「将来の不安」という言葉をよく聞くが、「将来の安心」とは何だろう。 

「先が見えないこと」で「不安」を感じるのなら、「先が見えれば」安心なのだろうか。 

確かに「先が見えれば」それがどんなに恐ろしくても、私たちが感じるのは「恐怖」であって「不安」ではない。 

つまり、「不安でない」ということがすなわち「安心」なのではなく、「恐怖」などほかの感情に変化することも

あるということだ。 

・ 

これまでも人類は画期的な発明により、幾度も危機を招いてきた。 

その典型が「原子力」であり、その功罪については、現在なお論議は終わらない。 

一時的な「大成功」が、その後の「破たん」を招き、それを乗り越えることで人類は何とか存続している。 

こんなことを繰り返していては、やがて乗り越えられない破たんを迎え、人類は滅びてしまうのではないだろう

か。 

だが待てよ、これこそ「将来の不安」ではないだろうか。 

「最悪の将来を描いてしまうことへの不安」と「まだ見たことのない未来への不安」を一緒ごたにしていいのだ

ろうか。 

先ほど「大成功」が「破たん」を招いたと決めつけたが、本当にそうだろうか。 

そこで早速、辞書で「成功」と「継続」の対義語を調べてみた。 

すると、「成功」の反対は「失敗」だが、「継続」の反対は「中断、中絶、中止、停止」と４つもある。 

・ 

「不安」の反対は「安心」だけではないと、さっき自分で言ったばかりじゃないか。 



そうだ、未知や未来への「不安」を、「ドキドキする期待感」に置き換えよう。 

今更僕がワクチン接種を拒んでも、それが世界を救うのはあと数年に過ぎないこと。 

だったら少しドキドキするけれど、新しいワクチンを打ってみよう。 

・・・と、今日は僕の独り言にお付き合いいただき、感謝したい。 

 

http://nanoni.co.jp/20210621/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い＋今後の予定 

【凡例】 

■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

△同席不可：予定の前後は面談可能です。 

▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（火）06/22 ■〇いづみ作業日 09-17時 

 09-17時 〇アントレハウスいづみ（反町） 

（水）06/23 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

   13-14時 △UST打合せ（リモート） 

（木）06/24 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

 10-12時 △HFA定例会（渋谷） 

 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

   21-23時 △多世代のいえ（リモート） 

（金）06/25 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

（土）06/26 ■〇◎笑恵館作業日 09-17時 

 09-17時 〇アントレハウス笑恵館（笑恵館） 

（日）06/27 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

（月）06/28 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

■その後の予定 

06/29 10-17時 〇アントレハウスいづみ（反町） 

07/01 20-22時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 7月例会（リモート） 

07/03 09-17時 〇アントレハウス笑恵館（笑恵館） 

07/04 14-17時 ★チャレンジアシストプログラム 2次審査会（リモート） 

07/05 11-15時 ▲ワンフォーワン PJT会議（葉山） 

07/08 16-17時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

07/08 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

07/08 19-21時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 



07/09 20-21時 ★カプラー起業交流会（リモート） 

07/12 15-17時 △池尻サウンディング（三軒茶屋） 

07/15 13-17時 ★なるほどデイ（笑恵館） 

07/15 18-20時 ★笑恵館完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

07/22 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


